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上
郡
町
の
産
廃
住
民
投
票

参
院
選
と
同
時
実
施
へ

町
長「
機
会
を
多
く
確
保
」

大
石
神
社
で
特
別
御
朱
印

浅
野
内
匠
頭
長
矩
描
く

命
日
の
１４
日
ま
で
限
定

見
守
り
活
動
に
県
知
事
表
彰

児
童
の
無
事
故
に
貢
献

児
童
の
無
事
故
に
貢
献

大
町
自
治
会
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

　

長
年
に
わ
た
っ
て
登
校

時
の
児
童
の
見
守
り
活
動

に
貢
献
し
て
き
た
と
し

て
、
大
町
自
治
会
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
隊
に
兵
庫
県
知

事
か
ら
「
ひ
ょ
う
ご
地
域

安
全
ま
ち
づ
く
り
活
動

賞
」
が
こ
の
ほ
ど
贈
ら
れ

た
。

　

城
西
小
学
校
区
に
あ
る

同
自
治
会
は
２
０
０
５
年

１２
月
に
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

隊
を
発
足
。
翌
年
４
月
か

ら
登
校
中
の
子
ど
も
た
ち

と
の
あ
い
さ
つ
運
動
を
兼

ね
て
町
内
の
通
学
路
２
か

所
で
立
ち
番
を
始
め
た
。

い
ず
れ
も
幹
線
道
路
の
渋

滞
を
避
け
る
車
が
多
く
通

行
す
る
信
号
の
な
い
交
差

点
だ
が
、
見
守
り
活
動
が

始
ま
っ
て
か
ら
１６
年
間
で

「
地
域
内
に
お
け
る
児
童

の
交
通
事
故
が
１
件
も
起

き
て
い
な
い
」（
同
校
）

と
い
う
。

　

現
メ
ン
バ
ー
３１
人
の
う

ち
約
３
分
の
２
は
初
年
度

か
ら
活
動
を
続
け
て
お

り
、
そ
の
う
ち
の
一
人
で

自
治
会
長
の
勝
田
三
好
さ

ん（
７１
）の
話
で
は
、
１
９

９
０
年
代
に
自
治
会
員
だ

っ
た
中
田
猛
さ
ん
（
故

人
）
が
１
人
で
立
ち
番
を

始
め
、
途
中
か
ら
パ
ト
ロ

ー
ル
隊
に
活
動
が
広
が
っ

た
と
い
う
。

　

表
彰
を
県
に
推
薦
し
た

河
本
学
・
城
西
小
校
長

（
５３
）は
「
雨
の
日
も
風
の

日
も
子
ど
も
た
ち
を
見
守

っ
て
く
だ
さ
り
、
本
当
に

あ
り
が
た
い
」
と
感
謝
。

中
田
さ
ん
の
形
見
の
横
断

旗
を
受
け
継
い
で
活
動
を

続
け
る
勝
田
会
長
は
「
長

く
続
け
ら
れ
て
い
る
の
は

地
域
の
団
結
力
が
あ
る
か

ら
こ
そ
。
こ
れ
か
ら
も
事

故
の
な
い
安
全
な
地
域
を

守
り
た
い
」
と
話
し
た
。

（
写
真
右
は
１６
年
間
続
く

通
学
路
見
守
り
活
動
。
同

左
は
知
事
表
彰
を
受
け
た

大
町
自
治
会
防
犯
パ
ト
ロ

ー
ル
隊
。
グ
リ
ー
ン
の
帽

子
と
ジ
ャ
ン
パ
ー
が
ト
レ

ー
ド
マ
ー
ク
）

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

小
児
接
種

２２
日
か
ら

　

赤
穂
市
は
、
５
歳
〜
１１

歳
の
子
ど
も
を
対
象
に
し

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
を
発
表
し
た
。
３

月
２２
日
（
火
）
か
ら
市
内

医
療
機
関
５
か
所
で
個
別

接
種
を
開
始
す
る
予
定

だ
。

　

対
象
の
約
２
５
５
０
人

へ
３
月
２
日（
水
）に
接
種

券
を
発
送
し
、
８
日（
火
）

正
午
か
ら
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
ウ

ェ
ブ
、
電
話
で
予
約
を
受

け
付
け
る
予
定
。
い
ず
れ

の
医
療
機
関
も
フ
ァ
イ
ザ

ー
製
小
児
用
ワ
ク
チ
ン
を

使
用
す
る
。

　

市
は
当
初
、「
４
月
上

旬
以
降
」
の
接
種
開
始
を

検
討
し
て
い
た
が
、
国
か

ら
の
小
児
用
ワ
ク
チ
ン
供

給
に
目
途
が
立
っ
た
こ
と

か
ら
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
早

め
た
。「
予
約
枠
数
や
日

時
な
ど
詳
細
は
調
整
中
。

決
ま
り
次
第
、
発
表
す

る
」（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
対
策

室
）
と
し
て
い
る
。

　

５
歳
〜
１１
歳
の
子
ど
も

を
対
象
に
す
る
接
種
会
場

は
次
の
と
お
り
。

　

▽
赤
穂
市
民
病
院
▽
赤

穂
中
央
病
院
▽
イ
オ
ン
診

療
所
▽
く
ぼ
か
わ
医
院
▽

黒
田
医
院

７
日
と
８
日

に
代
表
質
問

市
民
病
院
、産
廃
な
ど

　

赤
穂
市
議
会
の
２
０
２

２
年
第
１
回
定
例
会
は
３

月
７
日（
月
）と
８
日（
火
）

に
代
表
質
問
・
一
般
質
問

を
行
う
。
牟
礼
正
稔
市
長

の
施
政
方
針
や
新
年
度
当

初
予
算
案
な
ど
に
つ
い
て

各
会
派
が
質
問
す
る
。

　

財
政
難
と
医
療
安
全
が

問
わ
れ
る
市
民
病
院
、
産

廃
処
分
場
計
画
へ
の
対

応
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建

て
替
え
な
ど
山
積
す
る
市

政
の
重
要
課
題
を
各
会
派

が
取
り
上
げ
る
。

　

両
日
と
も
午
前
９
時
半

に
開
会
。
７
日
は
新
風
、

赤
諒
会
、
千
種
が
質
問

し
、
８
日
は
政
翔
会
、
公

明
党
と
無
会
派
議
員
が
質

問
を
行
う
。

景
気
動
向
調
査

売
上
改
善
も

仕
入
れ
上
昇

　

赤
穂
商
工
会
議
所
が
四

半
期
ご
と
に
実
施
す
る
景

気
動
向
調
査
の
２
０
２
１

年
１０
～
１２
月
期
の
結
果
が

こ
の
ほ
ど
公
表
さ
れ
、
売

上
Ｄ
Ｉ
は
２
期
ぶ
り
に
改

善
し
た
。
仕
入
単
価
Ｄ
Ｉ

は
２
期
連
続
で
悪
化
し
、

仕
入
れ
費
用
の
上
昇
傾
向

が
伺
え
る
。

　

調
査
結
果
に
よ
る
と
、

売
上
Ｄ
Ｉ
は
マ
イ
ナ
ス
２７

・
６
で
前
期
か
ら
１８
・
８

ポ
イ
ン
ト
改
善
。
産
業
別

で
は
建
設
業
と
サ
ー
ビ
ス

業
が
改
善
し
た
一
方
、
製

造
業
と
卸
売
業
、
小
売

業
、
不
動
産
・
運
輸
業
は

悪
化
し
た
。
仕
入
単
価
Ｄ

Ｉ
は
マ
イ
ナ
ス
６６
・
７
だ

っ
た
前
期
か
ら
１８
・
４
ポ

イ
ン
ト
悪
化
し
て
マ
イ
ナ

ス
８５
・
１
と
な
っ
た
。

　

先
行
き
（
２
０
２
２
年

１
月
〜
３
月
期
）
の
見
通

し
は
、
売
上
Ｄ
Ｉ
と
仕
入

単
価
Ｄ
Ｉ
の
い
ず
れ
も

ー
タ
ー
、
い
い
お
み
き
お

さ
ん
＝
豊
中
市
＝
が
描
い

た
。

　

特
製
の
台
紙
と
セ
ッ
ト

で
初
穂
料
５
０
０
円
。
社

務
所
で
午
前
８
時
〜
午
後

５
時
に
頒
布
す
る
。
飯
尾

宮
司
は
「
参
拝
さ
れ
た
方

が
ご
祭
神
の
長
矩
候
を
偲

ぶ
機
会
に
な
れ
ば
」
と
話

し
て
い
る
。（
写
真
は
３

月
１４
日
ま
で
の
期
間
限
定

で
頒
布
さ
れ
る
特
別
御
朱

印
）

Ｊ
Ｒ
播
州
赤
穂
駅

ト
イ
レ
改
修
完
了

　

加
里
屋
の
Ｊ
Ｒ
播
州
赤

穂
駅
で
公
衆
ト
イ
レ
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
が
完
了

し
、
２
月
２６
日
か
ら
供
用

開
始
さ
れ
た
。

　

赤
穂
市
が
駅
舎
２
階
南

側
に
設
置
し
て
い
る
公
衆

ト
イ
レ
。
男
性
用
、
女
性

用
、
多
目
的
２
室
の
４
区

画
す
べ
て
で
機
器
を
一
新

し
て
壁
と
床
を
張
り
替
え

た
。
全
個
室
を
洋
式
化

し
、
温
水
洗
浄
機
能
を
付

け
た
。
工
事
費
は
約
２
９

９
０
万
円
。

秦
氏
フ
ォ
ー
ラ
ム

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

　

赤
穂
に
も
ゆ
か
り
の
深

い
渡
来
系
氏
族
の
秦
氏
に

つ
い
て
全
国
各
地
の
研
究

団
体
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
語

り
合
う
全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム

が
３
月
５
日（
土
）
に
あ

り
、
赤
穂
市
か
ら
「
秦
氏

を
学
ぶ
会
」が
参
加
す
る
。

　

「
日
本
人
の
ル
ー
ツ
を

探
る
〜
秦
氏
が
分
か
れ
ば

日
本
人
が
分
か
る
！
？
」

を
テ
ー
マ
に
８
団
体
が
参

加
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

つ
な
ぎ
、
活
動
報
告
と
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
行
う
。

　

午
後
１
時
〜
３
時
に
動

画
投
稿
サ
イ
ト
「
ユ
ー
チ

ュ
ー
ブ
」（https://

youtu.be/w
F
td

H
4uuM

M
c

）
で
ラ

イ
ブ
配
信
さ
れ
る
。

赤
穂
市
内
の
火
災

救
助・救
急
件
数

火
災
は
前
年
か
ら
半
減

　

赤
穂
市
消
防
本
部
は
２

０
２
１
年
中
の
火
災
・
救

助
・
救
急
出
動
状
況
を
こ

の
ほ
ど
公
表
し
た
。
赤
穂

市
内
の
火
災
、
救
助
件
数

春
の
火
災
予
防

学
童
ポ
ス
タ
ー
展

　

「
春
の
火
災
予
防
運

動
」
を
呼
び
掛
け
る
学
童

防
火
ポ
ス
タ
ー
展
が
３
月

１０
日（
木
）ま
で
加
里
屋
の

プ
ラ
ッ
ト
赤
穂
で
開
か
れ

て
い
る
。

　

市
内
の
小
学
４
年
生
か

ら
作
品
を
募
集
し
、
入
賞

５
点
と
入
選
２５
点
を
選
ん

だ
。
入
賞
・
入
選
の
児
童

は
次
の
と
お
り
。敬
称
略
。

　

▽
赤
穂
市
消
防
長
賞
＝

西
口
陽
菜
（
尾
崎
）

　

▽
赤
穂
市
危
険
物
安
全

協
会
長
賞
＝
竹
野
華
（
尾

崎
）

　

▽
特
選
＝
武
田
知
紗

（
赤
穂
）
横
山
千
帆
凛

（
赤
穂
西
）
鈴
木
颯
人

（
赤
穂
特
別
支
援
）

　

▽
入
選
＝
河
野
美
希
、

上
杉
凛
、
大
黒
心
春
、
新

田
栞
菜（
赤
穂
）
常
峰
蒼

依
、西
垣
み
の
り
、鶴
亀
陽

太（
城
西
）城
尾
ひ
よ
り
、

長
尾
妃
夏
、井
上
葉
凡
、近

藤
志
奈
、
村
上
栞
菜（
塩

屋
）小
林
央
佳（
赤
穂
西
）

有
吉
奏
斗
、北
夢
叶
、弓
張

颯
太
、
吉
田
新
弥（
尾
崎
）

竹
本
あ
み
る
、
波
濤
崎
王

佑（
御
崎
）寺
坂
光
遥
、
根

木
隼
翔
、村
上
ひ
な
た（
坂

越
）安
井
奨
真（
高
雄
）高

本
紗
彩（
有
年
）柳
原
一
輝

（
原
）（
写
真
は
赤
穂
市
消

防
長
賞
の
西
口
陽
菜
さ
ん

の
作
品
＝
市
消
防
本
部
提

供
）

は
前
年
か
ら
減
少
し
、
救

急
出
動
件
数
は
２
年
ぶ
り

に
増
加
し
た
。

　

火
災
の
発
生
件
数
は
１０

件
で
、
２０
件
だ
っ
た
前
年

か
ら
半
減
。死
者
は
な
く
、

負
傷
者
が
１
人
だ
っ
た
。

　

救
助
件
数
は
３０
件
で
、

前
年
の
３８
件
か
ら
減
少
。

救
急
出
動
は
１
９
５
５
件

で
前
年
の
１
８
３
９
件
か

ら
１
１
６
件
増
加
し
、
搬

送
人
員
も
１
８
５
６
人
で

前
年
か
ら
１
４
４
人
多
か

っ
た
。

る
様
子
。
飯
尾
義
明
宮
司

と
従
兄
弟
の
イ
ラ
ス
ト
レ

　

赤
穂
藩
主
だ
っ
た
浅
野

内
匠
頭
長
矩
の
命
日
に
あ

た
る
３
月
１４
日
を
前
に
、

上
仮
屋
の
赤
穂
大
石
神
社

は
長
矩
の
肖
像
を
描
い
た

特
別
御
朱
印
を
作
成
。
１４

日
ま
で
の
期
間
限
定
で
頒

布
す
る
。

　

元
禄
赤
穂
事
件
の
発
端

と
な
っ
た
刃
傷
事
件
に
ち

な
み
、
江
戸
城
松
の
廊
下

に
烏
帽
子
大
紋
姿
で
立

ち
、
脇
差
し
に
手
を
か
け

「
改
善
」
を
見
込
む
結
果

と
な
っ
た
。

　

西
有
年
か
ら
上
郡
町
梨

ヶ
原
地
区
に
か
け
た
山
林

で
建
設
計
画
が
あ
る
産
業

廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
賛

否
を
問
う
同
町
の
住
民
投

票
に
つ
い
て
、
梅
田
修
作

町
長
は
今
夏
の
参
院
選
と

の
同
時
実
施
と
す
る
方
針

を
１
日
明
ら
か
に
し
た
。

　

同
町
で
は
昨
年
９
月
、

住
民
投
票
条
例
を
制
定
。

施
行
か
ら
一
年
以
内
に
実

施
し
、
投
票
率
が
５０
％
に

満
た
な
け
れ
ば
不
成
立
と

し
て
開
票
し
な
い
条
例
と

な
っ
て
い
る
。

　

町
選
管
に
よ
る
と
、
住

民
投
票
の
期
日
前
投
票
期

間
は
単
独
で
実
施
す
る
場

合
の
５
日
間
に
対
し
、
参

院
選
と
の
同
時
実
施
な
ら

１６
日
間
に
な
る
と
い
う
。

梅
田
町
長
は
「
で
き
る
だ

け
投
票
の
機
会
を
多
く
確

保
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
。
ま
た
、
こ
の
問
題
を

住
民
自
ら
が
自
分
の
こ
と

と
し
て
考
え
て
も
ら
う
た

め
に
十
分
な
時
間
を
と
る

必
要
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

参
院
選
と
の
同
時
実
施
を

判
断
し
た
」
と
し
た
。

　

梅
田
町
長
は
同
日
の
定

例
会
で
来
年
度
の
施
政
方

針
を
述
べ
、「
多
く
の
住

民
の
関
心
が
高
い
産
業
廃

棄
物
処
分
施
設
建
設
計
画

に
つ
い
て
、
民
意
を
問
う

住
民
投
票
を
実
施
す
る
」

と
改
め
て
表
明
。
そ
の

後
、
赤
穂
民
報
の
取
材
に

応
じ
、
同
計
画
に
「
反

対
」
の
考
え
を
示
し
た
上

で
、「
住
民
投
票
は
町
民

の
民
意
を
示
す
上
で
大
変

重
要
。
必
ず
成
功
さ
せ
た

い
」
と
意
欲
を
語
っ
た
。
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時
３０
分
〜
１７
時
②
９
時
３０

分
〜
１３
時
３０
分
③
１３
時
〜

１７
時
の
シ
フ
ト
制
で
す

が
、主
に
①
か
③
で
勤
務

で
き
る
方
。詳
細
は
面
談

に
て
。「
㈲
米
口
グ
リ
ー
ン

ナ
ー
セ
リ
ー
」木
津
☎
４６
・

８
０
０
１
（
ド
リ
ー
ム
カ

ン
ト
リ
ー
）

　

▼
綿
田
幹
治
遺
作
展
＝

人
物
と
風
景
画
ほ
か
油
絵

１１
点
を
展
示
。
３
月
７
日

（
月
）
〜
３１
日（
木
）１０
時

〜
１６
時（
金
土
日
と
２１
日

（
月
）は
休
み
ま
す
）。「
高

瀬
舟
」坂
越
公
民
館
隣
☎

４８
・
７
１
２
２

　

▼
第
３８
回
女・女・女
展

＝
女
性
の
絵
画
愛
好
家
２５

人
が
１
人
２
点
ず
つ
出

品
。
３
月
６
日（
日
）ま
で

赤
穂
市
文
化
会
館
展
示
室

で
９
〜
１７
時（
最
終
日
は

１５
時
半
ま
で
）。☎
４３
・
５

１
１
１

　

▼
行
方
不
明
の
イ
ン
コ

捜
し
て
い
ま
す
＝
生
後
１０

か
月
の
オ
カ
メ
イ
ン
コ
の

メ
ス
で
名
前
は「
ビ
ビ
」。

グ
レ
ー
と
白
の
ま
だ
ら
模

様
で
、右
脚
に
シ
ル
バ
ー

の
足
環
。頭
や
肩
に
乗
る

ほ
ど
人
に
慣
れ
て
い
て
、

名
前
を
呼
ぶ
と「
ピ
ー
」と

鳴
い
て
反
応
し
ま
す
。普

段
は
頭
の
毛
は
立
っ
て
い

ま
せ
ん
。
２
月
２３
日
に
城

西
町
の
自
宅
か
ら
い
な
く

な
り
ま
し
た
。見
か
け
た

方
、ご
連
絡
お
願
い
し
ま

す
。☎
０
９
０
・
１
８
９
３

・
０
４
２
０

　

▼
猫
保
護
し
て
い
ま
す

＝
２
月
２０
日
に
尾
崎
の

「
と
み
は
ら
」付
近
で
保

護
。3
〜
5
歳
く
ら
い
の

キ
ジ
ト
ラ
の
オ
ス
。近
づ

い
て
き
て
、抱
っ
こ
さ
せ

て
く
れ
る
の
で
、飼
い
猫

と
思
わ
れ
ま
す
。お
心
当

り
の
方
、ご
連
絡
く
だ
さ

い
。☎
０
９
０
・
４
２
９
６

・
９
１
８
０（
三
村
）

　

▽
６
日
＝
杉
口
整
形
外

科
☎
４５
・
１
４
５
１

　

▼
出
張
美
容「
ル
イ
」＝

寝
た
き
り
の
人
、病
気
等

の
た
め
に
足
を
運
べ
な
い

人
、男
性
も
可
。赤
穂
市

内
、隅
か
ら
隅
ま
で
出
張

し
ま
す
。遠
方
も
可（
無
定

休
）◎
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

２
級
取
得
し
て
い
ま
す
。

塩
屋
２
６
１
の
９
☎
４２
・

９
０
６
８
、☎
０
９
０
・
３

４
９
・
２
８
６
８
４

　

▼
格
安
・
オ
ー
ト
車
検

＝
軽
四
級
４
２
4
３
０
円

パ
ッ
ソ
級
５
２
8
１
０
円

ノ
ー
ト
級
６
1
１
1
０
円

セ
レ
ナ
級
６
9
３
１
０
円

小
型
貨
物
等
大
特
価
、
ブ

レ
ー
キ
等
点
検
料
含
む
。

洗
車
・
代
車
・
引
取
納
車
各

千
円
増
、
車
検
切
れ
車
も

О
Ｋ
。廃
車
無
料
、名
義
変

更
等
も
格
安
。
土
日
祝
日

も
２４
時
間
電
話
受
付
。
安

心
車
検
「
オ
ー
ト
車
検
代

行
」
加
里
屋
中
洲
・
白
十

字
西
☎
４５
・
０
７
３
３

　

▼
関
西
車
検
セ
ン
タ
ー

＝
軽
四
級
４
２
４
３
０
円

１
㌧
未
満
５
２
８
１
０
円

１．５
㌧
未
満
６
１
１
１
０
円

２
㌧
未
満
６
９
３
１
０
円

国
家
整
備
士
に
よ
る
６４
項

目
点
検
込
。
洗
車
・
代
車

・
オ
イ
ル
各
千
円
増
。
修

理
・
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

も
格
安
☎
４２
・
３
２
４
２

　

▼
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｓ
赤
穂
愛
車

買
取
セ
ン
タ
ー
＝
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
か
ら
店
頭
販
売
ま

で
す
べ
て
の
情
報
を
活
か

し
て
で
き
る
高
額
査
定
。

他
社
と
は
情
報
量
が
違
い

ま
す
。
出
張
査
定
も
し
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
電

話
、
ご
来
店
く
だ
さ
い
。

☎
４３
・
３
９
３
９

　

▼
介
護
保
険
に
よ
る
住

宅
改
修
・
耐
震
補
強
＝
申

請
手
続
き
、工
事
、ア
ド
バ

イ
ス
致
し
ま
す
。お
気
軽

に
お
電
話
く
だ
さ
い
。《
迅

速
・
確
実
・
丁
寧
》に
、あ
な

た
の
夢
を
か
た
ち
に
し
ま

す
。「
㈱
中
道
工
務
店
」若

草
町
☎
４２
・
５
０
７
７

　

▼
大
変
お
得
な
カ
ー
ド

会
員
募
集
※
価
格
は
税
込

＝
年
会
費
５
５
０
円
○
一

般
価
格
４
９
５
円
（
ド
ラ

イ
物
の
み
、
特
殊
品
は
除

く
）
→
会
員
価
格
３
８
５

円
。「
㈲
パ
リ
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
」
加
里
屋
☎
４３
・

３
９
３
３

　

▼
お
家
の
片
付
け
か
ら

清
掃
ま
で
お
任
せ
く
だ
さ

い
＝
遺
品
整
理
、不
用
品

回
収
・
買
取
、除
菌
、清
掃
。

『
赤
穂
ネ
ク
ス
ト
ク
リ
ー

ン
』で
検
索
。お
客
様
の
笑

顔
は
Ｃ
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｎ
で
創

る
。「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ　

Ｃ
Ｌ
Ｅ

Ａ
Ｎ
」磯
浜
町
☎
０
８
０
・

２
４
４
２
・
０
１
０
１

　

▼「
ラ・セ
ー
ヌ
洋
菓
子

店
」か
ら
の
お
知
ら
せ
＝

３
月
５
日（
土
）『
イ
チ
ゴ

タ
ル
ト
』
１
０
８
０
円
に

て
販
売
し
て
お
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い

◎
自
転
車
預
り
も
承
っ
て

お
り
ま
す
。（
営
）
９
時
半

〜
１８
時
。駅
前（
商
議
所

北
）☎
４２
・
２
２
９
６

　

▼
ド
リ
ー
ム
カ
ン
ト
リ

ー
だ
よ
り
＝
春
ら
し
く
な

っ
て
き
ま
し
た
ね
。春
の

お
花
続
々
入
荷
中
。マ
ー

ガ
レ
ッ
ト
や
オ
ス
テ
オ
ス

ペ
ル
マ
ム
な
ど
種
類
も
増

え
ま
し
た
。寄
植
も
春
の

お
花
に
植
え
替
え
て
、春

気
分
に
。寄
植
の
材
料
選

び
に
迷
っ
た
ら
、寄
植
セ

ッ
ト
が
オ
ス
ス
メ
。４
〜

６
種
の
花
材
を
寄
植
用
に

材
料
を
組
ん
で
い
る
の
で

悩
ま
な
く
て
す
み
ま
す

よ
。寄
植
用
土
セ
ッ
ト
は

１
鉢
分
の
肥
料
入
り
用
土

や
底
石
な
ど
植
込
に
必
要

な
も
の
が
す
べ
て
揃
っ
て

い
ま
す
。季
節
の
寄
植
も

た
く
さ
ん
ご
用
意
し
て
い

ま
す
の
で
、ぜ
ひ
参
考
に

し
て
く
だ
さ
い
ね
。卒
業

の
お
祝
い
に
、お
礼
や
お

せ
ん
べ
つ
に
、プ
チ
プ
ラ

ギ
フ
ト
フ
ラ
ワ
ー
は
い
か

が
？　

贈
り
物
に
お
花
を

添
え
る
の
も
い
い
で
す

ね
。ホ
ワ
イ
ト
デ
ー
の
お

返
し
に
も
オ
ス
ス
メ
で

す
。ご
予
算
に
応
じ
て
ご

用
意
で
き
ま
す
。ご
相
談

く
だ
さ
い
ね
。冬
物
花
苗

ク
リ
ア
ラ
ン
ス
！　

春
い

っ
ぱ
い
楽
し
め
る
お
花
を

お
安
く
し
ま
す
。詳
細
は

店
頭
に
て
。ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。キ
ャ
ベ
ツ
、ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
、エ
ン
ド
ウ

等
、苗
物
あ
り
ま
す
。「
㈲

米
口
グ
リ
ー
ン
ナ
ー
セ
リ

ー
」木
津
☎
４６
・
８
０
０
１

（
１６
時
４５
分
ま
で
。定
休
日

な
し
）

　

▼「
呑
海
楼
」ス
タ
ッ
フ

募
集
＝
①
フ
ロ
ン
ト
／
時

間
要
相
談
。
９
３
０
円
〜

②
仲
居
／
６
時
半
〜
１１

時
。１４
時
半
〜
２２
時
。
１

０
０
０
円
〜
③
客
室
清
掃

／
９
時
〜
１５
時
。
９
３

０
円
〜
④
布
団
敷
き
／
１６

時
半
〜
２１
時
。
９
３
０
円

〜
⑤
食
洗
／
７
時
〜
１０

時
半
。１８
時
〜
２２
時
。
９

３
０
円
〜
◎
未
経
験
者
Ｏ

Ｋ
。日
数
、時
間
と
も
に
要

相
談
。御
崎
１
３
１
☎
４２
・

６
６
０
１

　

▼
Ｓ
Ｓ
正
規
社
員
、
パ

ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

＝
40
代
・
50
代
〜
歓
迎
致

し
ま
す
○
正
規
社
員
／
月

給
１８
万
円
～
。
年
齢
・
経

験
に
よ
る
（
昇
給
・
社
会

保
険
・
各
種
手
当
あ
り
）。

危
険
物
乙
四
（
あ
れ
ば
尚

可
）
手
当
あ
り
。
７
～
１９

時
内
の
シ
フ
ト
制
○
パ
ー

ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
／
８
～

１９
時
内
で
の
任
意
シ
フ

ト
。
時
給
９
３
０
円
～

（
昇
給
あ
り
）。「
前
田
石

油
㈱
」
○
赤
穂
東
Ｓ
Ｓ

（
イ
オ
ン
赤
穂
店
西
側
）

☎
４２
・
２
６
９
０
○
赤
穂

イ
ン
タ
ー
Ｓ
Ｓ（
山
陽
赤

穂
Ｉ
Ｃ
）☎
４２
・
１
１
６
６

　

▼「
対
鴎
舘
」＝
①
フ
ロ

ン
ト
／
８
時
〜
１８
時
の

間
の
３
〜
４
時
間
程
度
。

時
給
９
３
５
円
②
仲
居
１５

時
〜
２１
時
の
間
。時
給
１

０
０
０
円
。お
気
軽
に
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。御
崎

☎
４２
・
２
６
８
１

　

▼
赤
穂
海
浜
公
園
タ
テ

ホ
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド
＝
新

規
遊
具
増
設
の
た
め
、遊

園
地
ス
タ
ッ
フ
ア
ル
バ
イ

ト
募
集
〇
内
容
／
お
客
様

と
の
接
客
、誘
導
、清
掃
、

遊
具
補
修
補
助
な
ど
〇
勤

務
／
週
1
〜
4
日
で
応
相

談
。平
日
9
時
30
分
～
15

時（
春
休
み
は
16
時
）。土

第2453号　　２０２２年（令和 ４年）3月 5日

市
民
ガ
イ
ド

日
祝
9
時
15
分
～
17
時
15

分（
冬
季
は
16
時
15
分
）。

時
給
９
３
０
円
。交
通
費

支
給（
当
社
規
定
）。未
経

験
の
方
・
シ
ニ
ア
の
方
・
学

生
の
方
大
歓
迎
。自
動
車
・

バ
イ
ク
通
勤
可《
応
募
方

法
》当
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
s://fd

c-
0218.co.jp/

）の
問

合
せ
フ
ォ
ー
ム『
採
用
応

募
』か
ら
必
要
事
項
を
記

入
の
上
メ
ー
ル
送
信（
随

時
）、ま
た
は
お
電
話
で
。

「
㈱
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
ド
リ

ー
マ
ー
ズ
カ
ー
ニ
バ
ル
」

☎
０
９
０
・
３
９
２
４
・
３

７
８
６（
10
時
〜
18
時
）

　

▼「
銀
波
荘
」＝
〇
事
務

職
／
9
時
〜
13
時
、13
時

〜
17
時
〇
部
屋
清
掃
／
9

時
半
～
14
時
半
〇
館
内
補

助
／
20
時
〜
24
時
。時
給

９
５
０
円
〜
（
研
修
９
３

０
円
～
）※
勤
務
時
間
等

シ
フ
ト
は
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。御
崎
☎
45
・

３
３
５
５

　

▼「
あ
こ
う
ビ
ジ
ネ
ス

ホ
テ
ル
桜
館
」＝
夕
食
配

膳
係
／
17
時
30
分
〜
21

時
。週
3
〜
4
日
。高
校
生

可
。時
給
９
２
８
円
〜
。日

数
な
ど
詳
し
く
は
面
談
の

上（
履
歴
書
持
参
）。ま
ず

は
お
気
軽
に
お
電
話
く
だ

さ
い
。黒
崎
町
１
４
８
☎

４２
・
１
４
０
０

　

▼
軽
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手

軽
作
業
員
募
集
＝
軽
ト
ラ

ッ
ク
に
よ
る
ゴ
ミ
収
集
。

７
時
30
分
〜
１６
時
30
分
。

パ
ー
ト
週
２
〜
３
日
。長

期
・
未
経
験
者
の
方
も
歓

迎
。時
給
１
0
０
０
円
〜
。

性
別
不
問
。「
㈲
ベ
ス
ト
ク

リ
ー
ン
」加
里
屋
☎
４２
・
１

５
５
１

　

▼
土
日
パ
ー
ト・
ア
ル

バ
イ
ト
＝
時
給
１
０
０
０

円（
研
修
期
間
あ
り
）①
9

〜
11
時
／
調
理
補
助
②
9

〜
14
時
半
／
調
理
補
助
と

ホ
ー
ル
③
11
時
〜
14
時
半

／
ホ
ー
ル
④
17
時
〜
20
時

／
ホ
ー
ル
。「
元
祖
か
も
め

屋
赤
穂
本
店
」赤
高
交
差

点
北
☎
４５
・
２
３
３
０

　

▼
販
売
ス
タ
ッ
フ
募
集

＝
お
花
の
好
き
な
方
、一

緒
に
働
き
ま
せ
ん
か
。「
花

の
店
ド
リ
ー
ム
カ
ン
ト
リ

ー
」で
の
花
苗
の
販
売
、水

や
り
、手
入
れ
、接
客
等
の

お
仕
事
で
す
。時
給
９
３

０
円
。特
に
土
日
祝
日
に

勤
務
可
能
な
方（
月
半
分

以
上
）。勤
務
時
間
は
①
９

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

休
日
急
患
診
療
医
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